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R02 問1
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R02 問1

仕事として扱う移動距離

仕事から電界を求める

𝑊 = 𝐹 ⋅ 𝛥𝑥 = 𝑞𝐸 ⋅ 𝛥𝑥

𝐸 =
𝑊

𝑞𝛥𝑥
=

14

2 × 1.0 − 0.3
=

14

1.4
= 10 V/m

A-B間の電位差を求める

𝑊 = 𝐹 ⋅ 𝛥𝑥 = 𝑞𝐸 ⋅ 𝛥𝑥 = 𝑞𝑉

𝑉 = 𝐸 ⋅ 𝛥𝑥 → 𝑉𝐴𝐵 = 𝐸 𝑥𝐵 − 𝑥𝐴

𝑉𝐴𝐵 = 10 × 1.0 − 0 = 10 V
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R0４下 問1
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R0４下 問1
電気力線と電気量の関係

𝑄

𝜀
= （電気力線の本数）

※この本数は割合として使うものであり、
実際にこの本数の電気力線が発生している
わけではない

導体球Aの電気力線の本数は

Q𝐴 = 16𝜀0 →
𝑄𝐴

𝜀0
= 16 本

図を見ると、導体球Aから出る電気力線は16本
そのうち導体球Bに入る電気力線は8本

電気力線は導体球Aから導体球Bに向かうので、
導体球Bは（負の電荷）である

導体球Bの電気力線は8本なので、

→
𝑄𝐵

𝜀0
= 8 本 → Q𝐵 = 8𝜀0 → Q𝐵 = −8𝜀0
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R0４下 問２
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R0４下 問２

上側極板と導体球の間に電気力線がほとんど
ないので、上側極板と導体球は同極性

𝑄 > 0

電気力線は電位の高い方から低い方へむかうので、
0 < 𝑈 < 𝐸
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R02 問2
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R02 問2

①と②の間で電気力線の出入りが
ないので、①と②は同符号

②と③の間で電気力線の出入りが
あるので、②と③は異符号

③と④の間で電気力線の出入り
がないので、③と④は同符号

①と④の間で電気力線の出入りが
あるので、①と④は異符号
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R01 問15
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R01 問15
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R01 問15
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R01 問15
+𝑄

−
𝑄

4

ℎ

+𝑄

−
𝑄

4

𝑧

−𝑄/4 Cが作る電位を考える

𝑉ℎ = −
𝑄/4

4𝜋𝜀0
×

1

ℎ
𝑉𝑧 = −

𝑄/4

4𝜋𝜀0
×

1

𝑧

2つの点の位置エネルギーの差は

Δ𝑈 = 𝑄 × 𝑉ℎ − 𝑄 × 𝑉𝑧 = −
1

4𝜋𝜀0
×

𝑄

4
×

1

ℎ
× 𝑄 − −

1

4𝜋𝜀0
×

𝑄

4
×

1

𝑧
× 𝑄

Δ𝑈 = −
𝑄2

16𝜋𝜀0
×

1

ℎ
−

1

𝑧

仕事＝−1 ×（位置エネルギーの差）なので

𝑊 = −Δ𝑈 =
𝑄2

16𝜋𝜀0
×

1

ℎ
−

1

𝑧



Copy right © 電験どうでしょう 14

ご聴講ありがとう
ございました！！
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